
１ 風しん（3日はしか）とは ＊地対協リーフレット参照
２ 風しんの流行

2013年に国内大流行あり。2018年から感染拡大

３ 先天性風しん症候群（CRS）
風疹の流行年とCRSの発生の多い年度は完全に一致している。流行期における年毎の10 

万出生当たりのCRSの発生頻度は、日本で1.8 〜7.7 。 2013年32例、2014年9例、その後なし
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/429-crs-intro.html

４ 風しん排除への国の対策
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/kikikanri/H30/1-02.pdf

①風しんの届出及び発生時の対応に関する省令・予防指針の改正（平成30年1月1日公布）
・全数報告 ・1例でも積極的疫学調査 ・遺伝子検査

②ガイドラインなど
「職場における風しん対策ガイドライン」

https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/rubella/kannrenn/syokuba-taisaku.pdf
③第1、2期定期予防接種率の向上
④風しん抗体検査事業（妊娠を希望する女性と同居者に、費用助成）
⑤第5期定期予防接種の開始（定期予防接種がない

日本医師会 http://www.med.or.jp/doctor/kansen/rubella/008503.html

６ 広島県医師会から県民の皆様へ
１）風しんが流行しています。特に若い人が多く罹っています。
２）発熱、発疹、リンパ節のはれが主な症状です。風しん含有ワクチンを2回注射していることが

母子手帳で確認できる人やすでに罹った人は罹りませんが、それ以外の人で風しんに罹ったか
なと思う人は、事前に医療機関に電話して、受診してください。マスクも忘れないでください。
３）風しんワクチンを受けてください。

４）妊娠を希望される人は、風しんワクチンを受けたら、２か月間は妊娠できません。妊娠中は
風しんワクチンは打てません。

風しん 第5期定期予防接種を受けましょう。
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２０１９年度から開始のため、市町などで
現在調整中です。
左は桑原作図（案）です。

詳細は、広島県感染症・疾病管理セン
ターに問い合わせてください。

horikawa
テキストボックス
資料 2



高齢者の肺炎球菌ワクチン定期接種は2019年度も続きます

記者会見資料 2019年3月20日 広島県医師会

１ 肺炎球菌
①肺炎球菌による重大な感染症は、肺炎、敗血症、髄膜炎
②高齢者は年齢を増すごとに肺炎（誤嚥性肺炎が多い）に罹り易く、死亡率も高くなる。
③肺炎の原因で最も多いのが肺炎球菌で、20～40%を占める。

２ 肺炎球菌ワクチンとその効果
①現在は、プレベナー13（結合型）、ニューモバックス（多糖体）の２商品
②高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種
・今まで成人用肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を接種

したことがない方を対象に、平成26～30年度の間に、1人1回、定期接種の機会を設けてい
る。対象となる年度（65歳から5歳刻み年齢）においてのみ、定期接種としての公費助成が
受けられる。

・高齢者肺炎球菌ワクチンの有効率は良い。
・5年間のニューモバックス定期接種を受けた高齢者は、50％くらい
・23価（血清型が23入っているワクチン）のニューモバックスは、カバー率がまだ持続して

いるので、このまま定期接種を続けても良いと判断された。

●プレベナーは1回接種で効果持続。
ニューモバックスは5～10年後には再接種が必要だが有効な型が23あり、カバー率も高い。

この２製品の使い分けは、日本感染症学会HPに掲載されている。

●県民へのメッセージ
①高齢者の肺炎（誤嚥性肺炎を含む）は、死因の3 ～4位、その最大原因は肺炎球菌です。

②健康寿命延伸のためにも、肺炎球菌ワクチンを受けましょう。広島県四師会でも推奨し
ています。

肺炎による死亡者（平成27年、全国）
人口動態調査

肺炎球菌
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